
（様式１）

建設汚泥の工事間利用に関する確認書

平成 年 月 日

甲 印

乙 印

甲及び乙は、下記の通り、甲発注工事において発生する建設汚泥を、乙発注工

事において建設汚泥処理土として利用する予定であることについて、確認する。

建設汚泥の 工事件名

排出を予定 工事場所

している工 工事概要

事 担 部課係名

（甲発注） 当 担当者名

者 連絡先

建設汚泥処 工事件名

理土の利用 工事場所

を予定して 工事概要

いる工事 担 部課係名

（乙発注） 当 担当者名

者 連絡先

工事間利用 工事間利用 排出予定量 m t３

の概要 予定量 利用予定量 m t３

排出予定時期 平成 年 月 ～ 平成 年 月

利用予定時期 平成 年 月 ～ 平成 年 月

利用用途

処理土の品質

※工事間利用予定量、排出・利用予定時期は、本工事間利用に関係する分のみ

である。



（様式２）

建設汚泥再生利用計画書（自ら利用）

作成日 平成 年 月 日

排 会社名

出 所在地

事 担 部課係名

業 当 担当者名

者 者 連絡先

発 工事件名

生 工事場所

工 工事概要

事 発注機関名

発生予定量 m t３

発生予定時期

利 工事件名

用 工事場所

工 工事概要

事 発注機関名

利用予定量 m t３

利用予定時期

利用用途

中間処理の場所・方法

再生品の品質

収集運搬の委託先

排出事業者 排出工事発注者 利用工事発注者

担当者印

又はサイン

※発生から再生利用に至るフロー図を併せて作成すること

発生予定量、発生予定時期等は、本自ら利用に関係する部分のみである

要

処
理
の
概



（様式３）

建設汚泥リサイクル伝票

伝票Ｎｏ．

発 工事件名

生 工事場所

側 請負社名

工 所在地

事 担当者名

連絡先

運搬数量・性状 ｍ ｔ 処理前 処理後３

運 会社名

搬 所在地

者 連絡先

車輌番号,車種

運搬者名

中 施設等名

間 施設場所

処 会社名

理 所在地

者 連絡先

担当者名

中間処理方法

再生品品質

再生品数量 ｍ ｔ３

最 施設等名

終 施設場所

搬 会社名

出 所在地

先 連絡先

担当者名

排出事業者 運搬者 搬出先 最終搬出先

担当者印

又はサイン

日付



（様式４）

建設汚泥再資源化等実績書

排出事業者 排出工事

会社名 工事件名

所在地 工事場所

部課係名 工事概要

担当者名 発注機関名

連絡先 発生量 ｍ ｔ３

発生時期

中間処理する場所 施設名称

所在地 担当者名

連絡先中間処理方法

最終的な搬出先① 最終的な搬出先②

名称 名称

所在地 所在地

利用用途・品質 利用用途・品質

搬出量 ｍ ｔ 搬出量 ｍ ｔ３ ３

会社名 会社名

担当者名 担当者名

連絡先 連絡先

最終的な搬出先③ 最終的な搬出先④

名称 名称

所在地 所在地

ｍ ｔ ｍ ｔ利用用途・品質 利用用途・品質３ ３

搬出量 搬出量

会社名 会社名

担当者名 担当者名

連絡先 連絡先

※発生から再生利用・最終処分に至るフロー図・位置図を併せて作成すること

中間処理する場所が２箇所以上ある場合や、最終的な搬出先が５箇所以上ある

場合には、本頁をコピーして作成すること

※最終的な搬出先については、製品として販売した場合にはその製造工場までと

する。また、最終的な搬出先が建設工事である場合には、担当者にはその元請

業者の担当者名を記載すること。


